
近
年
、
唐
宋
変
革
に
対
す
る
見
直
し
や
新
た
な
展
望
が
陸
続
と
提
出
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
唐
宋
の
社
会
構
造
を
新
た
に
捉
え
直
す
上
で
、
甚
だ
示
唆
に
富
む

も
の
で
あ
る
。
た
だ
い
ず
れ
も
、
従
来
の
生
活
文
化
史
に
対
す
る
軽
視
に
起
因
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
食
文
化
と
い
っ
た
生
活
文
化
面
の
観
点
か
ら
は
捉
え
直
さ
れ

(
1
)
 

て
は
い
な
い
。

前
近
代
中
国
食
文
化
史
に
お
け
る
画
期
と
し
て
は
、
第
一
に
、
北
方
遊
牧
民
と

(
2
)
 

漠
民
族
と
の
食
文
化
融
合
が
進
ん
だ
五
胡
十
六
国
・
魏
晋
南
北
朝
期
、
第
二
に
、

(
3
)
 

唐
宋
変
革
期
、
第
三
に
、
宋
室
南
渡
に
と
も
な
う
北
宋
か
ら
南
宋
へ
の
両
宋
交
替

(
4
)

（

5
)
 

期
、
第
四
に
、
元
代
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
唐
宋
間
に
変
革
を

認
め
る
見
方
で
一
致
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

従
来
、
筆
者
は
、
唐
宋
変
革
期
と
い
う
政
治
・
経
済
・
文
化
の
変
動
の
中
で
、

民
衆
の
生
活
文
化
や
意
識
構
造
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
い
か
な
る
部
分
が
継
承

さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
宋
代
を
中
心
に
、
肉
食
の
階

(
6
)
 

層
別
普
及
状
況
や
人
々
の
肉
食
に
対
す
る
意
識
に
関
す
る
考
察
を
進
め
て
き
た
。

一
、
緒

戸

唐
宋
代
の
屠
殺
•
肉
食
観

『
太
平
広
記
』
『
夷
堅
志
』
を
手
掛
か
り
に
|
|そ

の
ほ
か
に
、
唐
宋
代
の
肉
食
関
連
の
研
究
と
し
て
は
、
宋
代
の
屠
殺
・
食
肉
業

を
考
察
し
た
古
林
森
廣
氏
の
研
究
、
唐
宋
代
の
漁
業
・
魚
類
の
流
通
な
ど
を
考
察

し
た
中
村
治
兵
衛
氏
の
研
究
、
古
代
中
国
の
犬
肉
食
に
言
及
し
た
桂
小
蘭
氏
の
研

究
、
日
中
比
較
文
化
の
立
場
か
ら
中
国
料
理
を
検
討
し
た
張
競
氏
の
研
究
、
肉
食

(
7
)
 

の
普
及
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
陳
偉
明
氏
の
研
究
な
ど
が
あ
る
。
如
上
の
研
究

か
ら
、
唐
宋
代
の
肉
食
の
状
況
は
次
第
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

当
時
に
お
い
て
肉
食
や
屠
殺
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
人
々

の
意
識
構
造
や
、
そ
れ
ら
が
唐
宋
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
と
い

う
研
究
は
十
分
に
進
捗
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
唐
宋
代
の
社
会
に
お
い
て
、
屠
殺
や
肉
食
が
い
か
に
考
え

ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
唐
宋
「
小
説
」
史
料
の
代
表
作
と
も
い
え
る
北
宋
、
李
防

ら
が
編
集
し
た
『
太
平
広
記
』
お
よ
び
南
宋
、
洪
邁
の
著
し
た
『
夷
堅
志
』
に
多

く
み
ら
れ
る
肉
食
関
連
記
事
や
応
報
記
事
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
考
察
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
隋
唐
時
代
以
降
、
大
乗
仏
教
の
教
義
を
汲
ん
で
徹
底
的
に

(
8
)
 

肉
食
の
禁
断
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
や
そ
う
し
た
仏
教
思
想
の
影
響
を
受
け
た
為
政

者
に
よ
っ
て
、
唐
宋
代
を
通
じ
て
殺
生
禁
断
の
令
が
た
び
た
び
発
布
さ
れ
る
と
い

う
時
代
背
景
の
も
と
で
応
報
説
話
は
多
く
創
作
さ
れ
て
い
っ
た
。
応
報
説
話
自
体

塩

卓

吾
r
hーヽ
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は
虚
構
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
が
文
学
と
し
て
流
布
し
て
い
く
過
程
で
、
僧
侶

の
み
な
ら
ず
、
読
者
層
で
あ
る
知
識
人
や
、
僧
侶
に
よ
っ
て
教
化
さ
れ
た
民
衆
に

ま
で
思
想
面
で
の
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

勿
論
、
成
立
過
程
・
作
品
形
態
・
対
象
と
な
る
地
域
や
時
代
な
ど
が
異
な
る

『
太
平
広
記
』
『
夷
堅
志
』
の
両
書
を
単
純
に
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
に
は
、
唐
宋

の
時
代
性
を
物
語
る
も
の
な
の
か
あ
る
い
は
華
北
と
華
中
と
の
地
域
性
を
示
す
も

の
な
の
か
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
に
、

『
太
平
広
記
』
は
中
下
級
の
官
吏
が
著
し
た
著
作
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
『
夷
堅

志
』
も
南
宋
の
政
治
家
で
あ
る
洪
邁
が
編
集
し
た
と
は
い
え
、
官
僚
か
ら
民
衆
に

至
る
ま
で
幅
広
い
階
層
か
ら
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の
社
会
の

実
情
や
、
書
き
手
で
あ
る
知
識
人
層
の
心
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
庶
民

の
意
識
構
造
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、

『
太
平
広
記
』
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
収
録
さ
れ
る
以
前
の
唐
代
伝
奇
小
説
が
す

で
に
唐
代
の
知
識
人
に
読
ま
れ
て
お
り
、
か
つ
北
宋
•
太
宗
朝
の
編
纂
以
降
も
知

識
人
に
よ
っ
て
読
み
継
が
れ
、
南
宋
代
に
成
立
し
た
『
夷
堅
志
』
と
も
ど
も
彼
ら

の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
第
三
に
、
『
太
平
広
記
』
や
『
夷
堅
志
』

に
収
録
さ
れ
た
応
報
説
話
の
中
に
は
仏
教
の
典
籍
や
僧
侶
に
よ
る
情
報
も
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
仏
教
寺
院
の
俗
講
に
お
い
て
僧
侶
か
ら
民
衆
へ
と
語
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
民
衆
意
識
の
一
端
を
う
か
が
う
に
足

る
史
料
で
あ
る
こ
と
、
第
四
に
、
唐
宋
代
を
比
較
・
検
討
す
る
上
で
有
効
な
手
段

と
成
り
得
る
統
計
的
手
法
を
と
る
際
に
、
大
部
の
量
を
持
つ
両
書
が
最
適
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
限
界
性
を
帯
び
つ
つ

も
、
両
書
は
唐
宋
代
の
生
活
文
化
を
考
え
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
、
両
書
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
唐
宋
代
に
お

表一 『広記』『夷堅志』屠殺関係記事

種類 『広記』 『夷堅志』

狩猟 39例(19例・49%) 6例(3例・50%)

漁師・魚商 15例(11例・73%) 25例(16例・64%)

屠殺・食肉業合計 9例(8例・89%) 31例(28例・90%)

食肉不明 4例(3例・75%) 1例(1例・100%)

屠牛 2例(2例・100%) 8例(8例・100%)

屠羊 1例(1例・100%) 2例(2例・100%)

屠豚 1例(1例・100%) 16例(14例・88%)

屠狗 1例(1例・100%) 4例(3例・75%)

合計 63例(46例・73%) 62例(47例・76%)

＊（ ）内は応報説話の件数および各項目内における応報説話

の割合 (
9
)
 

け
る
屠
殺
•
肉
食
観
に
関
す
る
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
以

下
、
『
太
平
広
記
』
は
『
広
記
」
と
省
略
す
る
。

二
、
唐
宋
代
の
屠
殺
観

が
大
き
い
。
②
『
広
記
』
と
比
べ
る
と
『
夷
堅
志
』

(a)
『
広
記
』
『
夷
堅
志
』
の
屠
殺
関
連
記
事
の
傾
向

『
広
記
』
『
夷
堅
志
』
に
み
え
る
屠
殺
関
係
の
記
事
を
抽
出
し
た
も
の
が
〈
表

(10) 

一
〉
で
あ
る
。
〈
表
一
〉
か
ら
は
、
①
両
書
と
も
に
全
体
的
に
応
報
説
話
の
割
合

の
狩
猟
記
事
が
大
幅
に
減
少
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ょ、
aヽ

fヽ し
て
い
る
。
③
狩
猟
が
『
広
記
』
『
夷
堅
志
』
と
も
に
約
五
割
、
漁
師
・
魚
商
が

約
六
＼
七
割
、
屠
殺
・
食
肉
業
者
が
約
九
割
と
屠
殺
・
食
肉
業
者
に
関
す
る
応
報

説
話
の
割
合
が
一
番
多
い
。
④
『
広
記
』
よ
り
も
『
夷
堅
志
』
の
方
が
、
漁
師
・

魚
商
や
屠
殺
・
食
肉
業
者
、
と
り
わ
け
屠
牛
・
屠
豚
業
者
の
記
事
が
多
い
、
と
い

っ
た
点
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
知
識
人
層
や
民
衆
の
中
で
根
強
く
残
る
仏
教
意
識
の

反
映
と
考
え
ら
れ
る
。
②
か
ら
④
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
具
体
的
な
史
料
を
挙
げ

つ
つ
、
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

(
b
)
唐
宋
代
の
屠
殺
観

(
1
)
狩
猟

『
広
記
』
の
狩
猟
に
関
す
る
叙
述
は
三
つ
の
形
態
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
第
一
は
、
こ
れ
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。
『
広
記
』
巻
三
十
、

張
果
（
所
引
『
明
皇
雑
録
』
『
宣
室
志
』
「
続
神
仙
伝
』
）
な
ど
に
は
玄
宗
の
狩
猟

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
玄
宗
の
狩
猟
行
為
に
対
す
る
批
判
的
言
辞
は
み
ら

れ
ず
、
む
し
ろ
玄
宗
が
仙
鹿
を
獲
得
し
た
こ
と
を
賞
賛
す
べ
き
も
の
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
。
ま
た
、
『
広
記
』
巻
一
百
九
十
二
、
鍾
伝
（
所
引
『
耳
目
記
』
）
に

安
陸
郡
有
処
士
姓
馬
忘
其
名
、
自
云
江
夏
人
。
少
遊
湖
湘
、
又
客
於
鍾
陵

十
数
年
。
嘗
説
江
西
鍾
伝
、
本
豫
章
人
、
少
個
償
。
以
勇
毅
聞
於
郷
里
、
不

事
農
業
、
恒
好
射
猟
、
熊
鹿
野
獣
、
遇
之
者
無
不
獲
焉
。

と
あ
り
、
鍾
伝
の
勇
敢
さ
を
讃
え
、
狩
猟
を
そ
の
勇
武
の
象
徴
と
し
て
と
ら
え
て

い
る
。
い
ず
れ
も
、
狩
猟
す
な
わ
ち
殺
生
行
為
と
い
う
悪
業
で
あ
る
と
み
な
す
の

で
は
な
く
、
狩
猟
を
肯
定
・
奨
励
す
る
か
の
如
く
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

応
記
』
）
に
は
、

（
所
引
『
報

当
時
、
狩
猟
を
勇
武
の
象
徴
と
し
て
と
ら
え
る
風
潮
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

第
二
は
、
狩
猟
行
為
そ
の
も
の
へ
の
善
悪
判
断
に
関
す
る
記
述
が
な
い
中
立
の

立
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
狩
猟
行
為
を
物
語
の
一
部
分
と
し
て
自
然
に
組
み
込

(12) 

み
、
日
常
的
営
為
の
一
っ
と
し
て
み
な
す
か
、
あ
る
い
は
職
業
と
し
て
こ
れ
を
是

(13) 

認
す
る
事
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三
は
、
否
定
的
評
価
で
あ
る
。
『
広
記
』
巻
一
百
三
、
李
丘
一

唐
李
丘
一
好
鷹
狗
敗
猟
。
万
歳
通
天
元
年
、
任
揚
州
高
郵
丞
。
忽
一
旦
暴

死
、
見
両
人
来
追
。
一
人
自
云
「
姓
段
」
、
時
同
被
追
者
百
余
人
、
男
皆
著

枷
、
女
即
反
縛
。
丘
一
被
鎮
前
駆
、
行
可
十
余
里
、
見
大
愧
樹
数
十
、
下
有

馬
槽
、
段
云
「
五
道
大
神
毎
巡
察
人
間
罪
福
、
於
此
歌
馬
。
」
丘
一
方
知
身

死
。
至
王
門
、
段
指
―
脊
云
「
此
人
姓
焦
名
策
、
是
公
本
頭
。
」
遂
被
領

見
。
王
曰
、
「
汝
安
忍
無
親
、
好
殺
他
命
、
以
為
己
楽
。
」
須
央
、
即
見
所
殺

禽
獣
皆
人
語
云
「
乞
早
処
分
。
」
焦
策
進
云
、
「
丘
―
未
合
死
。
」
王
日
、
「
曽

作
何
功
徳
。
」
云
、
「
唯
曽
造
金
剛
経
一
巻
。
」
王
即
合
掌
云
、
「
冥
間
号
金
剛

経
最
上
功
徳
、
君
能
書
写
、
其
福
不
小
」
…
…
、
王
日
、
「
放
去
。
」
焦
策
領

出
城
門
、
云
、
「
尽
力
如
此
、
登
不
相
報
。
丘
一
許
銭
三
百
千
、
不
受
、

云
、
「
与
造
経
二
十
部
」
至
一
坑
、
策
推
之
、
遂
活
。
身
在
棺
中
、
惟
聞
哭

声
、
已
三
日
突
。

と
あ
り
、
狩
猟
を
好
ん
で
い
た
官
吏
の
李
丘
一
が
冥
府
へ
と
連
行
さ
れ
、
冥
界
の

閻
羅
王
に
よ
っ
て
、
何
故
己
の
楽
し
み
に
為
に
動
物
た
ち
の
命
を
奪
う
の
か
と
責

め
ら
れ
る
が
、
以
前
に
金
剛
経
を
造
っ
た
功
徳
に
よ
り
、
復
活
を
遂
げ
る
と
い
う

話
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
広
記
」
巻
一
百
三
十
三
、
王
洞
微
（
所
引
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『
宣
室
志
』
）
に
は
、
平
生
狩
猟
を
好
ん
で
行
っ
て
い
た
道
士
の
王
洞
微
が
、
そ
の

報
い
を
受
け
て
、
病
気
で
苦
し
ん
だ
挙
げ
句
、
死
亡
す
る
と
い
う
記
事
が
載
せ
ら

(15) 

れ
て
い
る
。

一
方
、
『
夷
堅
志
』
の
狩
猟
関
連
記
事
は
、
『
広
記
』
の
三
十
九
例
か
ら
六
例
ヘ

と
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
『
夷
堅
志
』
甲
志
巻
五
、
人
生

予
宗
人
、
性
喜
猟
、
遇
其
興
発
、
雖
盛
寒
暑
不
廃
。
末
年
得
疾
、
背
生
三

物
、
隠
隠
皮
肉
間
。
数
日
、
頭
足
皆
具
、
慨
然
三
鼈
也
。
已
而
能
動
。
或
以

魚
誘
之
、
則
其
頭
聞
然
、
如
欲
食
状
。
梢
久
、
左
右
醤
食
、
痛
不
可
忍
、
凡

月
余
而
死
。
死
五
日
、
其
霊
憑
子
岳
之
婦
語
曰
、
「
我
坐
好
猟
、
生
受
苦

報
、
今
日
猶
未
已
。
冥
間
方
遣
使
我
猟
具
為
証
、
及
其
未
至
、
可
取
岡
晋
之

属
急
焚
之
、
無
重
吾
罪
。
」
岳
如
其
言
、
遂
去
。
時
紹
興
七
年
也
。

と
あ
る
。
洪
邁
の
一
族
の
者
が
病
気
で
苦
し
み
ぬ
い
て
死
亡
し
、
死
後
五
日
た
っ

て
か
ら
、
そ
の
息
子
の
嫁
に
憑
依
し
て
、
自
身
が
生
前
狩
猟
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
罪
を
冥
界
で
問
わ
れ
て
い
る
た
め
助
け
て
欲
し
い
と
訴
え
た
事
例

が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
狩
猟
に
対
す
る
否
定
的
な
見
方
が
多
い
。
判
断
を
示

し
て
い
な
い
事
例
が
三
例
あ
る
も
の
の
、
狩
猟
に
対
す
る
積
極
的
な
評
価
は
み
ら

(16) 

れ
な
い
。

如
上
の
よ
う
に
、
唐
代
に
お
い
て
は
、
狩
猟
II
殺
生
11
悪
と
み
な
す
仏
教
思
想

に
よ
り
、
冥
府
で
の
裁
き
、
死
亡
な
ど
の
悪
因
悪
果
の
事
例
が
多
い
一
方
で
、
職

業
と
し
て
の
容
認
、
あ
る
い
は
勇
武
で
あ
る
こ
と
の
証
と
し
て
の
積
極
的
な
承
認

も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
宋
代
に
な
る
と
、
狩
猟
に
対
す
る
好
意
的
な
見
方
が
衰

退
し
、
否
定
的
に
み
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
丸
橋
充
拓
氏
は
、
唐
代
に
比
べ

る
と
宋
代
に
お
い
て
は
田
猟
を
は
じ
め
と
す
る
軍
事
教
練
の
共
同
動
作
や
獲
物
の

鼈
に
は
、

(17) 

宗
廟
供
献
等
と
い
っ
た
軍
礼
が
衰
退
に
向
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
唐
代
か
ら

宋
代
へ
の
国
家
レ
ベ
ル
で
の
狩
猟
の
衰
退
は
、
や
が
て
民
間
に
も
波
及
し
、
そ
う

し
た
時
代
背
景
が
宋
代
に
お
け
る
狩
猟
に
対
す
る
見
方
を
否
定
的
に
さ
せ
る
と
と

も
に
、
狩
猟
に
関
す
る
記
事
を
も
減
少
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

(
2
)
漁
師
・
魚
商
・
屠
殺
・
食
肉
業

上
述
の
③
で
述
べ
た
通
り
、
応
報
説
話
の
割
合
は
、
狩
猟
が
『
広
記
』
『
夷
堅

志
」
と
も
に
約
五
割
、
漁
師
・
魚
商
が
約
六
＼
七
割
、
屠
殺
・
食
肉
業
者
が
約
九

割
と
い
ず
れ
も
応
報
説
話
の
割
合
が
高
く
、
こ
れ
ら
の
職
種
の
人
々
に
対
す
る
当

時
の
知
識
人
層
の
嫌
悪
感
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

漁
師
・
魚
商
を
営
む
者
に
つ
い
て
は
、
『
広
記
』
巻
一
百
一
十
一
、
許
懺
（
所

引
『
法
苑
珠
林
』
）
に
、

唐
竜
朔
麟
徳
中
、
京
師
永
興
坊
許
慨
、
取
魚
為
業
。
後
患
疾
、
冥
然
若

死
、
身
赤
如
火
、
痛
似
火
炎
。
自
云
、
「
但
見
火
車
来
焼
身
、
官
府
責
取
魚

多
、
遣
生
受
罪
。
」
已
経
数
日
、
乍
生
乍
死
。
親
戚
勧
作
功
徳
。
遂
造
観
音

像
両
躯
、
初
令
合
家
不
食
酒
肉
、
病
遂
差
。

と
あ
り
、
長
安
の
永
興
坊
に
住
む
許
懺
が
漁
業
で
生
計
を
た
て
て
い
た
が
、
全
身

高
熱
を
発
す
る
病
気
に
苦
し
み
、
冥
界
に
呼
ば
れ
て
そ
の
業
を
責
め
ら
れ
、
そ
れ

よ
り
酒
肉
を
絶
っ
て
病
気
が
平
癒
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
『
広
記
』
巻
一
百
三
十

二
、
当
塗
民
（
所
引
『
紀
聞
』
）
に
は
、
当
塗
県
で
鱈
魚
を
取
っ
て
生
計
を
た
て

(18) 

て
い
た
一
家
が
次
々
と
死
亡
す
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
仏
典
を
中
心
と
す
る
『
法

苑
珠
林
』
に
仏
教
的
応
報
説
話
が
多
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
牛
粛
の
書
い
た

『
紀
聞
』
に
も
こ
の
よ
う
な
意
識
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
に
着
目
す
る
必
要
が

(19)

（

20) 

あ
る
。
『
夷
堅
志
』
に
お
い
て
も
彼
ら
に
関
す
る
応
報
説
話
の
割
合
は
高
い
。
た
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だ
、
『
広
記
』
と
比
べ
る
と
そ
の
割
合
は
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
物
語
の
脇
役
と
し
て
登
場
す
る
事
例
が
多

い
こ
と
、
第
二
に
、
北
方
系
の
羊
肉
食
文
化
と
南
方
系
の
魚
肉
食
文
化
と
を
融
合

さ
せ
つ
つ
も
魚
肉
食
文
化
優
勢
で
あ
っ
た
江
南
で
は
獣
肉
食
よ
り
も
魚
肉
食
に
対

す
る
心
理
的
抵
抗
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

屠
殺
・
食
肉
業
者
に
関
す
る
も
の
は
、
『
広
記
』
『
夷
堅
志
』
と
も
に
応
報
記
事

(21) 

の
割
合
が
最
も
多
い
。
『
夷
堅
志
』
甲
志
巻
十
三
、
董
白
額
に
は
、

饒
州
楽
平
県
白
石
村
民
征
董
白
額
者
、
以
僧
牛
為
業
、
所
殺
不
勝
紀
。
紹

興
二
十
三
年
秋
、
得
疾
。
毎
発
時
、
須
人
以
縄
繋
其
首
及
手
足
於
柱
間
、
以

杖
痛
推
之
、
方
欣
然
忘
其
病
之
在
体
、
如
是
七
日
方
死
。
董
殺
牛
正
用
此

法
、
其
死
也
、
与
牛
死
無
少
異
云
。

と
あ
り
、
屠
殺
・
食
肉
業
を
営
ん
で
い
た
董
白
額
が
、
病
気
で
苦
し
ん
だ
挙
げ
句

に
死
亡
し
た
が
、
そ
の
死
に
様
が
平
生
牛
を
屠
殺
し
て
い
た
と
き
と
同
じ
だ
と
周

囲
の
人
々
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
す
で
に

生
前
よ
り
そ
の
残
酷
な
屠
殺
行
為
に
対
す
る
嫌
悪
感
が
村
民
の
間
で
醸
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
や
書
き
手
で
あ
る
洪
邁
の
彼
ら
に
対
す
る
差
別
意
識
を
看
取
で
き
る
。

唐
、
李
復
言
『
続
幽
怪
録
」
「
定
婚
店
」
（
『
広
記
』
巻
一
百
五
十
九
所
収
）
に

ょ、

杜
陵
草
固
、
少
孤
、
思
早
姿
婦
、
多
岐
求
婚
、
必
無
成
而
罷
。
元
和
二

年
、
将
遊
清
河
、
旅
次
宋
城
南
店
。
…
…
（
事
）
固
喜
日
、
「
固
少
孤
、
常

願
早
要
、
以
広
胤
嗣
。
爾
来
十
年
、
多
方
求
之
、
覚
不
遂
意
。
今
者
人
有
期

此
、
与
議
濯
司
馬
女
、
可
以
成
乎
」
（
老
人
）
曰
、
「
未
也
。
命
荀
未
合
、
雖

降
衣
櫻
而
求
屠
博
、
尚
不
可
得
、
況
郡
佐
乎
。
君
之
婦
、
適
三
歳
突
。
年
十

七
、
当
入
君
門
。
」

(22) 

と
あ
り
、
上
は
朝
廷
の
高
官
か
ら
下
は
「
屠
博
」
す
な
わ
ち
屠
者
や
博
打
打
ち
ま

で
探
し
求
め
て
も
得
ら
れ
な
い
と
老
人
が
述
べ
て
お
り
、
当
時
、
屠
者
は
博
打
打

ち
と
同
列
の
存
在
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
唐
宋
代
に
お
い

て
、
博
打
は
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
禁
令
を
破
っ
て
博
打
を
行
う
人
々

は
「
無
頼
」
と
称
さ
れ
、
社
会
的
に
逸
脱
し
た
存
在
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
彼
ら
は
支
配
者
階
層
に
よ
る
屠
殺
の
禁
令
を
度
々
破
り
、
犬
や
牛
な
ど
を

(23) 

屠
っ
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
や
彼
ら
に
関
す
る
応
報
説
話
の
割
合
の
大
き
さ
か
ら
、

唐
宋
代
を
通
じ
て
、
食
肉
生
産
の
た
め
の
殺
生
行
為
に
従
事
す
る
人
々
に
罪
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
こ
れ
ら
の
階
層
に
対
す
る
差
別
意
識
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

で
は
、
『
広
記
』
に
比
べ
て
『
夷
堅
志
』
に
お
け
る
漁
師
・
魚
商
、
屠
殺
・
食

肉
業
の
割
合
が
多
い
点
を
い
か
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
宋
代
に
お
け
る
商
品
経
済
・
貨
幣
経
済
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
職
業
分

化
が
促
進
さ
れ
、
よ
り
広
範
囲
な
地
域
で
漁
師
・
魚
商
や
屠
殺
・
食
肉
業
が
発
展

し
た
た
め
に
、
彼
ら
が
人
々
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
り
、
彼
ら
に
対
す

る
蔑
視
感
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
こ
と
や
、
宋
代
士
大
夫
の
中
で
淡
泊
、
質
素
を

(24) 

旨
と
す
る
飲
食
観
や
菜
食
主
義
が
流
行
し
た
た
め
、
彼
ら
に
よ
る
屠
殺
を
職
業
と

す
る
者
達
へ
の
嫌
悪
感
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
広
記
』
と
『
夷
堅
志
』
に
は
彼
ら
が
因
果
応
報
か
ら
逃
れ
る
方
法
と
し
て
、

今
ま
で
の
屠
殺
行
為
を
反
省
し
て
仏
教
に
帰
依
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
夷
堅
志
』
に
は
、
改
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
助
か
っ
た
事
例
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
は
因
縁
か
ら
逃

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
彼
ら
が
助
か
る
手
段
は
な
か

っ
た
と
当
時
の
人
々
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
社
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会
に
お
け
る
仏
教
意
識
の
浸
透
と
、
仏
教
の
殺
生
戒
を
犯
す
こ
れ
ら
の
職
業
に
対

す
る
社
会
的
な
差
別
意
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
小
説
」
の
書
き
手
で
あ
っ
た
知
識
人
や
僧
侶
に
よ
る
彼
ら
の
職
業

へ
の
卑
賤
視
が
、
史
料
を
媒
介
に
し
て
、
読
み
手
の
知
識
人
や
、
説
法
を
聞
く
民

衆
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
あ
ら
わ

れ
る
差
別
意
識
は
、
古
代
・
中
世
の
日
本
社
会
で
醸
成
さ
れ
た
「
稿
れ
」
の
概
念

に
よ
っ
て
卑
賤
視
さ
れ
た
中
世
の
屠
児
や
稿
多
、
あ
る
い
は
近
世
日
本
に
み
ら
れ

る
永
続
的
に
固
定
化
さ
れ
た
身
分
・
階
層
で
あ
る
稿
多
に
対
す
る
意
識
と
は
異
な

り
、
彼
ら
が
仏
教
に
帰
依
し
た
り
、
改
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
罪
が
消
さ
れ

る
と
い
う
極
め
て
流
動
性
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
職
種
に
従
事
す
る
人
々
に

対
す
る
永
続
的
な
差
別
や
差
別
意
識
、
あ
る
い
は
「
械
れ
」
の
概
念
を
含
む
も
の

(27) 

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
代
か
ら
宋
代
へ
と
次
第
に
否
定
的
な
評
価
へ
と
変
化
し
た
狩
猟
行
為
や
、
後

述
す
る
如
く
、
社
会
的
行
為
と
し
て
是
認
さ
れ
て
い
た
祭
祀
と
は
異
な
り
、
商
業

の
た
め
に
屠
殺
を
行
う
漁
師
・
魚
商
、
屠
殺
・
食
肉
業
に
対
す
る
社
会
の
認
識
は

非
常
に
差
別
意
識
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
識
は
唐
宋
代
を
通
じ
て
大
き

く
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
宋
代
に
な
る
と
、
商
品
経
済
の
発
達

に
と
も
な
っ
て
広
範
囲
な
地
域
に
広
が
り
、
庶
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
に

な
っ
た
屠
殺
・
食
肉
業
者
に
対
す
る
知
識
人
の
嫌
悪
感
が
益
々
強
ま
っ
た
た
め

に
、
彼
ら
に
関
す
る
応
報
説
話
の
数
が
激
増
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
知
識
人
、
．
ひ
い
て
は
僧
侶
か
ら
応
報
観
を
伝
え
ら
れ
た
庶
民
の
間
に
お
け
る

彼
ら
へ
の
卑
賤
視
・
嫌
悪
観
を
一
層
強
め
た
と
い
え
る
。

三
、
唐
宋
代
の
肉
食
観

(
a
)『
広
記
』
『
夷
堅
志
』
の
屠
殺
•
肉
食
関
連
記
事
の
傾
向
と
そ
の
分
析

『
広
記
』
『
夷
堅
志
』
の
屠
殺
•
肉
食
関
係
記
事
を
抽
出
・
統
計
し
た
〈
表
二
〉

を
見
る
と
、
①
幅
広
い
生
き
物
に
ま
で
応
報
説
話
が
広
が
っ
て
い
る
。
②
他
の
生

き
物
と
比
べ
る
と
、
牛
に
関
す
る
応
報
説
話
の
割
合
が
大
き
く
、
ま
た
『
広
記
』

は
五
十
二
％
、
『
夷
堅
志
』
は
七
十
六
％
と
、
『
夷
堅
志
』
で
の
割
合
が
増
加
し
て

い
る
。
③
全
体
か
ら
み
た
犬
の
割
合
は
『
広
記
』
（
七
％
）
に
対
し
て
、
『
夷
堅

志
』
（
七
％
）
で
あ
り
、
両
者
の
差
異
は
な
い
が
、
応
報
説
話
の
割
合
は
前
者
が

三
十
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
が
六
十
七
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
④

『
広
記
』
で
多
い
鹿
・
嘘
馬
・
兎
・
雉
・
鵞
が
『
夷
堅
志
』
で
は
減
少
し
て
い

る
。
⑤
『
広
記
』
と
『
夷
堅
志
』
の
羊
・
豚
記
事
の
割
合
と
両
者
の
応
報
説
話
の

割
合
が
逆
転
し
て
い
る
と
い
っ
た
点
に
気
づ
く
。

①
は
、
家
畜
か
ら
魚
介
類
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
に
ま
で
殺
生
や
肉

食
を
悪
と
す
る
仏
教
思
想
が
及
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
②
に
つ
い
て

は
、
『
夷
堅
志
』
で
の
応
報
説
話
の
割
合
が
増
加
し
た
と
は
い
え
、
『
広
記
』
で
も

応
報
説
話
の
割
合
は
半
分
以
上
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
唐
宋
代
を
通
じ
て

牛
を
屠
殺
す
る
こ
と
に
対
す
る
禁
忌
観
が
強
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
、

『
夷
堅
志
』
に
お
け
る
応
報
説
話
の
割
合
が
増
大
し
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
小

川
陽
一
氏
は
、
『
夷
堅
志
』
に
お
け
る
牛
に
関
す
る
応
報
説
話
の
多
さ
は
、
宋
王

朝
が
屠
牛
の
禁
令
を
民
衆
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
意
図
的
に
応
報
説
話
に
よ
る

民
衆
教
化
を
は
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
指
摘
し
、
澤
田
瑞
穂
氏
は
、
牛
が
農
民
の

生
活
に
と
っ
て
最
も
有
用
で
あ
り
、
か
つ
最
も
基
本
的
な
役
畜
で
あ
っ
た
こ
と
に
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(28) 

起
因
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
別
稿
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
役

畜
と
し
て
の
牛
の
重
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
役
畜
保
護
の
も
と
に
端
を
発
し

た
国
家
の
屠
牛
禁
止
政
策
に
よ
っ
て
、
知
識
人
の
中
に
、
間
接
的
に
屠
牛
行
為
を

惹
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
牛
肉
食
へ
の
嫌
悪
感
が
醸
成
さ
れ
、
そ
う
し
た
嫌
悪
感

と
仏
教
的
禁
忌
観
が
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
役
畜
で
あ
る
耕
牛
へ
の
同
情
と
あ
い
絡

ま
っ
て
こ
の
よ
う
な
牛
に
関
す
る
応
報
説
話
が
多
く
創
作
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と

(29) 

筆
者
は
考
え
る
。
つ
ま
り
、
唐
代
以
上
に
耕
牛
保
護
政
策
が
強
ま
っ
た
宋
王
朝
に

よ
る
屠
牛
禁
止
の
法
令
と
仏
教
思
想
の
影
響
に
よ
っ
て
、
士
大
夫
の
中
で
の
屠
牛

行
為
に
対
す
る
忌
避
感
•
嫌
悪
感
が
醸
成
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
応
報
記
事
の
割
合

表二 『広記』『夷堅志』屠殺• 肉食関係記事

では十二例中十一例が華中のものである。

種類 『広記』 『夷堅志』

牛 27例 (14例・52%) 29例(22例・76%)

羊 56例(25例・45%) 24例(7例・29%)

豚（猪・琢• 苺） 46例(10例・22%) 38例(15例・39%)

犬（狗） 22例(8例・36%) 12例(8例・67%)

鹿 24例(4例・17%) 4例 (0例・0%)

鶏 16例(10例・63%) 9例 (5例・56%)

聰馬 13例(7例・54%) 1例(0例・0%)

兎 19例(7例・37%) 1例 (1例・100%)

雉 5例(2例・40%) 0例(0例・0%)

塵 1例 (1例・100%) 1例 (1例・100%)

鴨 4例(2例・50%) 3例(1例・33%)

鵞 10例 (4例・40%) 3例 (1例・33%)

蟹 1例(0例・0%) 5例 (4例・80%)

鼈 8例(6例・75%) 7例 (6例・86%)

鯉 3例(2例・67%) 4例(3例・75%)

蛤 2例(2例・100%) 2例(0例・0%)

鱒 1例(1例・100%) 3例 (1例・33%)

蛙 1例(0例・0%) 2例(2例・100%)

螺 0例(0例・0%) 3例(3例・100%)

鰍 0例(0例・0%) 5例(4例・80%)

魚（種類不明） 31例(16例・52%) 6例(4例・67%)

合計 290例(121例・42%) 162例(88例・54%)

る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
何
故
『
夷

＊（ ）内は応報説話の件数および各項目内における応報説話

の割合

習
が
残
存
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

お
い
て
は
、
な
お
根
強
く
そ
れ
を
食
す
る
風

位
か
ら
脱
落
し
た
も
の
の
、
庶
民
レ
ベ
ル
に

考
え
ら
れ
る
。

③
の
犬
の
割
合
だ
が
、
唐
宋
代
に
お
け
る

犬
肉
食
文
化
に
つ
い
て
は
、
唐
代
以
降
衰
退

(30) 

し
た
と
と
ら
え
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
た
だ

〈
表
二
〉
を
見
る
限
り
、
『
広
記
』

で
は
羊
、

豚
、
牛
、
鹿
に
つ
い
で
事
例
が
多
く
、
『
夷

堅
志
』
で
も
豚
、
牛
、
羊
の
次
に
位
置
す

る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
犬
肉

食
が
衰
退
し
、
た
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。

犬
肉
は
上
層
階
層
の
主
要
食
材
と
し
て
の
地

堅
志
』
に
お
け
る
応
報
記
事
の
割
合
が
増
加
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
地
域

的
に
み
れ
ば
、
華
北
の
事
例
が
十
二
例
あ
る
『
広
記
』
に
対
し
て
、
『
夷
堅
志
』

従
っ
て
、
『
夷
堅
志
』
で
あ
ら
わ
れ
る
犬
肉
食
に
関
す
る
意
識
は
南
宋
代
華
中

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
宋
室
の
南
渡
に
よ
り
、
犬
肉
食
を
タ
ブ
ー
視
す

る
華
北
の
人
間
が
華
中
に
大
量
に
流
入
し
、
そ
う
し
た
支
配
者
階
層
で
あ
る
彼
ら

の
意
識
が
、
南
宋
代
を
通
じ
て
華
中
一
帯
に
徐
々
に
広
ま
り
、
犬
肉
食
に
対
す
る

忌
避
観
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
犬
肉
に
関
す
る
応
報
説
話
の
多

さ
は
そ
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
支
配
者
階
層
の
思
惑
と
は
裏
腹

が
『
夷
堅
志
』
に
お
い
て
増
大
し
た
も
の
と
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に
、
動
物
性
蛋
白
質
を
摂
取
す
る
十
分
な
手
段
を
持
ち
得
な
い
庶
民
に
と
っ
て

は
、
犬
肉
は
貴
重
な
蛋
白
源
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
犬
肉
食
に
関
す

る
記
事
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

④
の
鹿
・
兎
•
雉
．
嘘
馬
が
、
『
広
記
』
に
比
べ
て
『
夷
堅
志
』
で
非
常
に
少

な
い
点
は
偶
然
で
は
な
い
。
宋
代
、
多
種
多
様
の
食
材
が
集
積
し
た
開
封
・
臨
安

(31) 

に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
食
肉
は
ほ
と
ん
ど
市
場
に
み
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
こ

の
分
析
結
果
は
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
成
り
得
る
。
こ
れ
ら
が
減
少
し
た
理

由
は
、
上
述
し
た
如
く
、
唐
か
ら
宋
へ
の
狩
猟
に
対
す
る
意
識
が
否
定
的
に
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
聰
馬
に
関
し
て
は
、
華
北
中
心
の
記
事
が
多
い
『
広

記
』
と
華
中
を
中
心
と
す
る
『
夷
堅
志
』
と
の
対
象
地
域
の
相
違
に
よ
る
も
の
で

(32) 

あ
る
。⑤

の
『
広
記
』
と
『
夷
堅
志
』
で
の
羊
・
豚
関
連
記
事
の
割
合
が
逆
転
し
て
い

る
点
や
応
報
記
事
の
割
合
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う

か
。
『
広
記
』
に
お
け
る
羊
肉
関
係
の
応
報
記
事
の
割
合
は
四
十
五
％
で
あ
る
。

一
方
、
『
夷
堅
志
』
で
は
二
十
九
％
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
豚

肉
の
応
報
記
事
は
、
『
広
記
』
で
二
十
二
％
、
『
夷
堅
志
』
で
は
三
十
九
％
と
増
加

し
て
い
る
。
対
象
地
域
を
み
る
と
、
『
広
記
』
の
二
例
を
除
く
残
り
三
十
例
の
応

報
記
事
は
す
べ
て
華
北
の
事
例
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
『
夷
堅
志
』
で
は

一
例
を
除
く
残
り
二
十
四
例
す
べ
て
が
華
中
の
事
例
で
あ
る
。
宋
室
の
南
渡
に
よ

っ
て
、
羊
肉
食
文
化
が
江
南
に
波
及
し
た
と
は
い
え
、
豚
肉
食
文
化
を
凌
駕
す
る

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
は
『
広
記
』
と
『
夷
堅
志
』
の
そ

れ
ぞ
れ
の
主
要
対
象
時
期
・
地
域
で
あ
る
唐
代
華
北
と
南
宋
代
華
中
と
の
性
格
の

相
違
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

応
報
記
事
の
割
合
の
変
化
は
、
羊
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
〈
表
一
〉

こ°t
 

で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
『
夷
堅
志
』
で
の
屠
豚
業
者
の
例
が
圧
倒
的
に
多

い
（
全
十
五
例
の
応
報
記
事
の
う
ち
、
十
四
例
が
屠
豚
業
者
）
こ
と
が
そ
の
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
南
宋
代
の
華
中
で
広
範
囲
に
活
躍
し
た
屠
豚
業
者
に
対
す

る
知
識
人
に
よ
る
反
感
や
蔑
視
が
、
か
か
る
応
報
記
事
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

(
b
)
唐
宋
代
の
肉
食
観

唐
宋
代
に
お
け
る
肉
食
観
は
、
①
時
代
性
、
②
階
層
性
、
③
地
域
性
、
④
宗
教

性
の
四
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
上
述
の

如
く
、
北
方
遊
牧
民
の
羊
肉
食
文
化
を
継
承
し
た
唐
王
朝
と
、
そ
の
食
文
化
を
踏

襲
し
た
宋
王
朝
の
間
に
は
、
羊
肉
を
最
良
の
も
の
と
み
な
す
肉
食
文
化
に
は
変
化

は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
狩
猟
観
、
屠
牛
・
屠
犬
観
、
牛
肉
食
•
犬
肉
食
、
豚

肉
食
、
鹿
な
ど
の
狩
猟
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
食
肉
へ
の
見
方
に
変
化
を
も
た
ら
し

②
の
階
層
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、
唐
宋
代
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
か
ら
羊

肉
は
豊
か
さ
の
象
徴
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
一
方
で
、
豚
肉
は
宮
中
の
食
材
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
、
貴
族
や
高
級
官
僚
と
い
っ
た
上
層
階
層
か
ら
賤

(34) 

し
む
べ
き
食
材
と
し
て
み
な
さ
れ
、
鶏
肉
や
他
の
魚
介
類
は
補
助
的
な
食
材
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
屠
殺
の
禁
令
が
た
び
た
び
出
さ
れ
た
犬
や
牛
を
食
す
る
者

に
は
、
『
広
記
』
や
『
夷
堅
志
』
な
ど
で
も
、
「
無
頼
」
「
悪
少
」
と
い
っ
た
表
現

(35) 

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
当
時
の
知
識
人
層
の
犬
肉
•
牛
肉
お
よ
び
そ
れ
ら

を
食
す
る
彼
ら
へ
の
忌
避
感
や
差
別
意
識
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
知
識
人
達
に
よ
っ
て
蔑
視
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
食
肉
も
、
禁
令
に
も
拘
わ
ら

ず
、
活
発
に
消
費
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
庶
民
に
と
っ
て
の
肉
食
は
豊
か
さ
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の
象
徴
と
も
い
え
る
贅
沢
な
行
為
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
中
で
は
通
常
あ
り
得
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
動
物
性
蛋
白
質
を
摂
取
し
よ
う
と
考
え
た
庶
民
の
中
に

は
、
犬
や
牛
を
屠
り
、
雉
や
兎
、
蛙
、
魚
介
類
な
ど
を
捕
獲
し
て
肉
食
を
行
う
者

も
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
な
庶
民
に
よ
る
肉
食
を
支
配
者
階
層
が
快
く
思
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
は
、
た
び
た
び
施
行
さ
れ
た
屠
殺
の
禁
令
や
肉
食
に
関
す
る
応
報

説
話
の
流
行
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
肉
食
に
関
す
る
応
報
説
話
の
多

さ
は
、
当
時
実
際
に
庶
民
の
間
で
広
く
肉
食
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
と
い

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
肉
食
を
す
る
一
部
の
者
に
対
す
る
知
識
人
層
の
嫌
悪
感
に
起

因
す
る
も
の
と
考
え
た
方
が
良
い
。

つ
ま
り
、
羊
肉
は
高
級
食
材
、

つ
い
で
豚
肉
や
鶏
肉
、
さ
ら
に
犬
や
牛
と
い
っ

た
殺
生
禁
断
が
進
め
ら
れ
た
生
き
物
と
い
っ
た
食
肉
の
階
層
性
は
、
消
費
食
肉
の

種
類
に
応
じ
た
階
層
意
識
と
連
関
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
庶
民
自
身
は
ど
の
よ
う
に
肉
食
を
捉
え
て
い
た
の
か
。
『
広
記
』

『
夷
堅
志
』
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
豊
か
さ
の
象
徴
、
第
二
に
、
仏
教

意
識
の
影
響
に
よ
り
、

一
部
の
信
仰
心
の
厚
い
者
に
と
っ
て
は
心
理
的
抵
抗
の
あ

(36) 

る
忌
む
べ
き
行
為
、
第
三
に
、
滋
養
強
壮
と
し
て
の
薬
用
効
果
を
も
つ
行
為
、
第

四
に
、
祭
祀
後
の
共
昨
に
お
け
る
神
聖
な
行
為
と
し
て
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
こ
で
説
明
を
要
す
る
の
は
第
四
点
で
あ
ろ
う
。
祭
祀
後
の
共
昨
は
、
神

へ
の
信
仰
や
郷
村
共
同
体
内
部
の
連
帯
感
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
の
―
つ
の
装

置
と
し
て
庶
民
に
と
っ
て
神
聖
か
つ
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
唐
宋
代
を
通
じ
て
政
府
も
こ
の
行
為
を
概
ね
是
認
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
庶
民
は
そ
こ
で
肉
食
の
味
を
覚
え
、
羊
や
豚
、
鶏
に
と
ど
ま
ら
ず
、
屠
殺

が
禁
止
さ
れ
て
い
た
牛
を
も
恒
常
的
に
犠
牲
に
用
い
る
祭
祀
を
行
う
場
合
も
あ
っ

(37) 
た
。
祭
祀
の
犠
牲
に
牛
を
用
い
た
事
例
は
、
『
広
記
』
で
は
全
二
十
七
例
の
う
ち

が
あ
る
。

五
例
、
『
夷
堅
志
』
で
は
全
二
十
九
例
の
う
ち
三
例
で
あ
る
。
牛
の
祭
祀
に
関
わ

る
応
報
説
話
は
、
『
広
記
』
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
『
夷
堅
志
』
で
は
三
例
い

ず
れ
も
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
牛
の
犠
牲
に
対
す
る
忌
避
感
は
唐
代
よ
り

も
宋
代
の
方
が
強
く
な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
牛
を
除
く
他
の
動
物
に
関
す
る

応
報
記
事
は
両
書
に
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
祭
祀
に
関

し
て
は
、
唐
宋
代
を
通
じ
て
政
府
も
概
ね
黙
認
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

③
の
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
唐
の
孟
読
が
『
食
療
本
草
』
の
中
で
、
南
方
の
羊

は
華
北
の
羊
に
は
及
ば
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
北
人
か
ら
み
た
南
方
の
魚

肉
食
文
化
に
対
す
る
―
つ
の
皮
肉
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
唐
代
か

ら
北
宋
代
へ
と
継
承
さ
れ
た
が
、
南
宋
代
を
通
じ
て
南
北
の
食
文
化
融
合
が
進
む

中
で
、
次
第
に
薄
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
江
南
の
水
田
地
帯
で
主
に
庶
民
に
よ

っ
て
食
さ
れ
る
蛙
や
蛇
な
ど
の
食
材
に
対
す
る
嫌
悪
感
も
存
在
す
る
。
両
者
と
も

階
層
性
の
問
題
も
含
む
も
の
の
、
江
南
の
水
田
地
帯
や
広
南
と
い
う
地
域
性
の
問

(39) 

題
も
看
過
で
き
な
い
。
こ
の
地
域
性
の
問
題
を
と
ら
え
る
上
で
は
、
唐
宋
間
の
相

違
よ
り
も
両
宋
交
替
期
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。

①
宗
教
性
に
関
す
る
説
明
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
の
で
贅
言
は
要
し
ま

い
。
道
端
良
秀
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
不
殺
生
戒
と
い
う
仏
教
思
想
は
確
か
に

肉
食
禁
忌
と
結
び
つ
い
た
も
の
の
、
す
べ
て
こ
こ
か
ら
出
た
訳
で
は
な
く
、
儒
教

の
仁
の
思
想
や
墨
子
の
兼
愛
の
精
神
、
道
教
の
不
殺
の
思
想
な
ど
を
総
合
的
に
と

(40) 

ら
え
た
上
で
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
思
想
が
い
ず
れ
も
肉

食
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
に
も
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
肉
食

を
否
定
的
に
み
な
す
宗
教
意
識
が
、
唐
宋
代
に
お
け
る
肉
食
の
忌
避
や
階
層
性
の

問
題
と
も
連
関
し
、
差
別
意
識
を
醸
成
し
て
い
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
く
必
要
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唐
宋
代
に
お
け
る
屠
殺
•
肉
食
観
を
検
討
し
て
き
た
が
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た

こ
と
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
屠
殺
に
関
し
て
は
、
唐
代
に
お
い
て
賛
否
両
論
が

あ
り
つ
つ
、
上
層
階
層
に
お
い
て
は
概
ね
肯
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
狩
猟
行

為
が
、
宋
代
に
な
る
と
国
家
レ
ベ
ル
で
の
田
猟
の
衰
退
に
伴
っ
て
民
間
に
お
い
て

も
否
定
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
唐
代
の
食
肉
市

場
に
お
い
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
鹿
・
兎
．
雉
と
い
っ
た
狩
猟
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
獣
肉
を
宋
代
の
市
場
か
ら
減
少
さ
せ
た
。
ま
た
、
食
肉
生
産
・
流
通
に

従
事
す
る
漁
師
・
魚
商
、
屠
殺
・
食
肉
業
者
は
唐
宋
代
を
通
じ
て
知
識
人
層
に
よ

り
卑
賤
視
さ
れ
た
。
宋
代
に
な
る
と
、
商
品
経
済
の
発
達
に
伴
う
職
業
分
化
の
促

進
に
よ
っ
て
、
屠
殺
業
者
、
と
り
わ
け
屠
豚
業
者
や
屠
牛
業
者
が
広
範
囲
に
活
動

し
、
人
々
の
身
近
な
存
在
に
な
っ
た
こ
と
や
、
宋
代
士
大
夫
に
流
行
し
た
菜
食
主

義
の
思
想
、
仏
教
思
想
を
は
じ
め
と
す
る
殺
生
を
嫌
悪
す
る
宗
教
思
想
な
ど
が
結

び
つ
き
、
食
肉
生
産
・
流
通
に
従
事
す
る
人
々
へ
の
応
報
説
話
が
増
大
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
彼
ら
に
対
す
る
差
別
意
識
を
一
層
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

肉
食
に
関
し
て
は
、
唐
代
よ
り
も
宋
代
に
お
い
て
牛
肉
食
や
犬
肉
食
に
関
す
る

応
報
説
話
の
割
合
が
増
加
し
た
。
前
者
は
宋
代
の
耕
牛
保
護
政
策
の
高
ま
り
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
華
北
か
ら
南
渡
し
た
知
識
人
層
に
よ
っ
て
卑
賤
視
さ

れ
な
が
ら
も
、
下
層
民
を
中
心
に
南
宋
代
の
華
中
に
お
い
て
も
根
強
く
そ
の
風
習

が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
禁
忌
と
さ
れ
た
食
肉
に
対
し
て
、
唐
宋
代
の
主
要
食
肉
で
あ
っ
た

羊
肉
と
豚
肉
の
応
報
説
話
の
割
合
は
唐
代
と
宋
代
で
逆
転
し
た
。
宋
代
に
お
け
る

四
、
結

語

注(
l
 

豚
肉
に
関
す
る
応
報
説
話
の
割
合
の
大
き
さ
は
、
南
宋
代
の
華
中
に
お
け
る
豚
肉

食
の
流
行
や
当
時
広
範
囲
な
地
域
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
屠
豚
業
者
へ
の
蔑
視

感
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

如
上
の
よ
う
に
、
唐
宋
間
に
お
け
る
屠
殺
•
肉
食
観
に
つ
い
て
は
、
上
層
階
層

を
主
体
と
す
る
羊
肉
食
文
化
を
唐
朝
か
ら
宋
朝
は
継
承
し
た
た
め
に
、
―
肉
食
の
階

層
性
に
関
す
る
思
想
に
は
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
狩
猟
、
牛

や
犬
の
屠
殺
•
肉
食
に
対
す
る
考
え
方
は
、
唐
代
か
ら
宋
代
へ
の
社
会
の
変
動

や
、
階
層
性
、
地
域
性
、
宗
教
性
の
問
題
、
応
報
説
話
の
増
加
に
よ
る
否
定
的
言

説
の
流
布
と
も
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
次
第
に
否
定
的
な
傾
向
へ
と
変
化
し
て
い

っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
屠
殺
関
連
の
職
業
従
事
者
や
禁
忌
と
さ
れ
た
食
材
を

食
す
る
者
、
身
分
不
相
応
な
肉
食
を
行
う
者
へ
の
支
配
者
階
層
に
よ
る
差
別
意
識

が
強
ま
り
、
そ
れ
は
次
第
に
民
衆
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
唐
か
ら
宋
へ
の
屠
殺
•
肉
食
観
の
変
化
は
、
華
北
と
華
中
・
華
南

の
食
文
化
が
融
合
し
た
食
文
化
の
地
域
的
伝
播
の
側
面
が
強
い
両
宋
交
替
期
に
対

し
て
、
仏
教
思
想
に
基
づ
く
禁
令
で
保
護
さ
れ
た
犬
や
牛
と
い
っ
た
動
物
へ
の
屠

殺
•
肉
食
へ
の
タ
ブ
ー
視
を
強
め
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
食
文
化
史
上
、
唐
宋

変
革
期
が
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
―
つ
の
画
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
さ
ら
に
今
後
、
他
の
食
文
化
に
関
す
る
題
材
か
ら
も
当
代
に
検
討
を
加
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
唐
宋
変
革
研
究
に
―
つ
の
研
究
視
点
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ピ
ー
タ
ー
•
K

・
ボ
ル
「
唐
宋
変
遷
の
再
考
|
'
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宋
史
研
究

の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
」
（
『
史
滴
』
十
一
、
一
九
九
五
年
）
、
渡
辺
信
一
郎

「
時
代
区
分
論
の
可
能
性
ー
唐
宋
変
革
期
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
古
代
文
化
』
四
八
ー
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(
7
)
 

(
6
 

(
5
)
 

(
3
 

(
4
 

(
2
)
 

二
、
一
九
九
六
年
）
、
丸
橋
充
拓
「
『
唐
宋
変
革
史
』
の
近
況
か
ら
」
（
『
中
国
史

学
』
十
一
、
二
0

0
一
年
）
、
山
崎
覚
士
「
唐
宋
変
革
へ
の
新
た
な
問
い
直
し
ー

訳
注
作
成
の
目
的
ー
」
（
『
大
阪
市
立
大
学
東
洋
史
論
叢
』
十
三
、
二

0

0
三

年
）
、
山
根
直
生
「
唐
宋
政
治
史
研
究
に
関
す
る
試
論
ー
政
治
過
程
討
論
、
国
家

統
合
の
地
理
的
様
態
か
ら
」
（
『
中
国
史
学
』
十
四
、
二

0

0
四
年
）
な
ど
が
あ

る
。
な
お
、
生
活
文
化
に
対
す
る
軽
視
は
、
丸
橋
氏
論
文
の
「
筆
者
を
含
め
て

高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
生
ま
れ
、
開
放
前
（
解
放
前
で
は
な
い
）
の
中
国
を

体
感
し
て
い
な
い
世
代
が
、
学
界
に
お
い
て
も
少
し
ず
つ
発
言
を
始
め
て
い

る
。
だ
が
大
陸
か
ら
の
映
像
配
信
が
日
常
化
す
る
な
か
、
政
治
や
学
術
よ
り
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
影
響
を
強
く
受
け
て
き
た
こ
の
世
代
の
抱
く
問
題
関
心
が
、

先
人
の
目
に
甚
だ
楽
観
的
に
映
り
が
ち
な
の
も
争
え
ぬ
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
」

（
同
論
文
一
六
二
頁
）
と
い
う
指
摘
が
そ
の
事
実
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

黎
虎
主
編
『
漢
唐
飲
食
文
化
史
』
（
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
、

王
利
華
『
中
古
華
北
飲
食
文
化
的
変
遷
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二

o
o
o

年）。
中
村
喬
『
宋
代
の
料
理
と
食
品
」
（
中
国
芸
文
研
究
会
、
二
0
0

0
年）。

塩
卓
悟
「
宋
代
都
市
の
食
文
化
ー
北
宋
か
ら
南
宋
へ
の
展
開
ー
」
（
『
大
阪
市
立

大
学
東
洋
史
論
叢
』
特
集
号
、
二
0

0
五
年
）
。
な
お
同
論
文
で
は
、
中
国
の
南

北
を
二
分
法
で
と
ら
え
、
「
華
北
」
「
華
南
」
の
呼
称
を
用
い
た
が
、
本
稿
で

は
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
黄
河
流
域
一
帯
の
北
部
中
国
で
あ
る
「
華
北
」
、

長
江
の
中
・
下
流
域
で
あ
る
中
国
中
東
部
で
あ
る
「
華
中
」
、
現
在
の
南
嶺
山
脈

以
南
の
中
国
南
部
で
あ
る
「
華
南
」
の
呼
称
を
用
い
た
。

篠
田
統
『
中
国
食
物
史
」
（
柴
田
書
店
、
一
九
七
四
年
）
、
陳
偉
明
「
元
代
肉
類

消
費
生
産
与
南
北
分
異
」
（
『
盤
南
学
報
・
哲
学
社
会
科
学
版
』
一
四
ー
ニ
、
一

九
九
二
年
）
。

塩
卓
悟
「
宋
代
に
お
け
る
肉
食
の
普
及
状
況
ー
南
宋
期
、
江
南
の
事
例
を
中
心

に
ー
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
七
九
、
一
九
九
八
年
）
、
塩
卓
悟
「
宋
代
牛
肉
食
考
」

（
『
中
国
ー
社
会
と
文
化
』
十
六
、
二
0

0
一
年
）
、
前
掲
注

(
4
)
塩
論
文
。

古
林
森
廣
「
宋
代
の
屠
殺
・
食
肉
業
」
（
『
史
学
研
究
』
一
四
四
、
一
九
七
九

年
、
の
ち
『
宋
代
産
業
経
済
史
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）
、
中
村
兵

(10) 

(
9
)
 

(
8
)
 

衛
『
中
国
漁
業
史
の
研
究
」
（
刀
水
書
房
、
一
九
九
五
年
）
、
桂
小
蘭
『
古
代
中

国
の
犬
文
化
ー
食
用
と
祭
祀
を
中
心
に
ー
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二

0

0
五

年
）
、
張
競
『
中
華
料
理
の
文
化
史
」
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）
、
陳
偉
明

『
唐
宋
飲
食
文
化
発
展
史
』
（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
九
五
年
）
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
李
斌
城
ほ
か
著
『
隋
唐
五
代
社
会
生
活
史
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一

九
九
八
年
）
、
王
海
栄
主
編
『
中
国
飲
食
史
』
（
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
、

王
賽
時
『
唐
代
飲
食
』
（
斉
魯
書
社
、
二
0

0
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

道
端
良
秀
「
中
国
仏
教
と
肉
食
禁
止
の
問
題
」
（
『
中
国
仏
教
思
想
史
の
研
究
』

平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
九
年
）
、
二
八
九
頁
。

唐
宋
食
文
化
史
研
究
に
お
い
て
『
広
記
』
お
よ
び
『
夷
堅
志
』
を
用
い
る
研
究

は
前
掲
注

(
7
)
著
書
・
論
文
に
も
み
ら
れ
る
。
た
だ
両
書
を
比
較
・
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
唐
宋
を
比
較
・
検
討
す
る
研
究
は
（
食
文
化
で
は
）
み
ら
れ
な

い
。
中
国
文
学
の
分
野
で
は
、
小
川
陽
一
氏
が
「
宋
代
応
報
説
話
の
一
性
格
」

（
『
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
』
ニ
ニ
ー
ニ
、
一
九
七
0
年
）
の
中
で
、
両
書
の

応
報
記
事
を
比
較
・
検
討
す
る
ほ
か
、
女
性
史
の
分
野
で
は
、
大
澤
正
昭
氏
に

よ
る
『
唐
宋
時
代
の
家
族
・
婚
姻
・
女
性
ー
婦
は
強
く
』
（
明
石
書
店
、
二

0

0

五
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
大
澤
氏
は
「
唐
代
後
半
期
の
農
民
諸
階
層
と
土
地
所

有
ー
小
説
史
料
を
中
心
に
ー
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
三
十
六
ー
ニ
、
一
九
七
七

年
、
の
ち
『
唐
宋
変
革
期
農
業
社
会
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
所
収
）

ニ
八
五
＼
二
八
九
頁
の
中
で
、
唐
代
小
説
史
料
の
有
効
性
と
そ
の
史
料
的
限
界

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
『
広
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
唐
代
伝
奇
小
説
の
作
者

の
大
多
数
が
中
下
級
の
官
僚
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
内
山
知
也
『
隋
唐
小
説
研
究
」

（
木
耳
社
、
一
九
七
六
年
）
序
論
お
よ
び
第
一
章
第
二
節
に
詳
し
い
。
両
書
の
史

料
的
性
格
に
関
し
て
は
、
塩
卓
悟
•
河
村
晃
太
郎
『
訳
註
太
平
広
記
婦
人
部
』

（
汲
古
書
院
、
二
0

0
四
年
）
解
題
お
よ
び
塩
卓
悟
「
歴
史
史
料
と
し
て
の
『
夷

堅
志
』

I
そ
の
虚
構
と
史
実
ー
」
（
『
中
国
筆
記
小
説
研
究
』
六
、
二

0

0
ニ

年
）
、
大
塚
秀
高
「
洪
邁
と
『
夷
堅
志
』
ー
歴
史
と
現
実
の
狭
間
に
て
ー
」
（
『
中

哲
文
学
会
報
』
五
、
一
九
八
0
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

屠
殺
と
は
本
来
、
肉
な
ど
を
利
用
す
る
た
め
に
家
畜
な
ど
の
獣
類
を
殺
す
こ
と

を
指
す
た
め
、
食
肉
供
給
を
目
的
と
し
な
い
殺
生
行
為
は
〈
表
一
〉
の
件
数
に
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(12) 
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は
含
め
な
い
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
魚
肉
も
考
察
の
対
象
と
し
、
食
肉
獲
得

を
目
的
と
す
る
狩
猟
行
為
も
肉
食
の
前
提
と
み
な
し
た
た
め
、
魚
介
類
に
対
す

る
殺
生
や
狩
猟
行
為
も
「
屠
殺
」
の
範
疇
に
加
え
た
。
（
）
内
の
応
報
記
事
は

ほ
ぼ
全
部
が
悪
因
悪
果
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
応
報
記
事
は
、
屠
殺

行
為
に
対
し
て
直
接
報
い
を
受
け
た
場
合
の
み
件
数
と
し
て
数
え
、
屠
殺
行
為

を
行
っ
た
者
が
、
そ
れ
以
外
の
行
為
に
よ
っ
て
報
い
を
受
け
た
場
合
は
件
数
に

含
め
て
い
な
い
。

「
未
幾
、
玄
宗
狩
於
咸
陽
、
獲
一
大
鹿
、
稲
異
常
者
。
庖
人
方
撰
、
果
見
之
日
、

『
此
仙
鹿
也
。
已
満
千
歳
。
昔
漢
武
元
狩
五
年
、
臣
曽
侍
従
、
敗
於
上
林
、
時
生

獲
此
鹿
、
既
而
放
之
。
』
玄
宗
曰
、
『
鹿
多
突
。
時
遷
代
変
、
登
不
為
猟
者
所
獲

乎
。
』
果
曰
、
『
武
帝
捨
鹿
之
時
。
以
銅
牌
誌
子
左
角
下
。
遂
命
験
之
。
果
獲
銅

牌
二
寸
許
、
但
文
字
凋
暗
耳
。
』
玄
宗
又
謂
果
曰
、
『
元
狩
是
何
甲
子
、
至
此
凡

幾
年
突
。
』
果
曰
、
『
是
歳
癸
亥
、
武
帝
始
開
昆
明
池
、
今
甲
戌
歳
、
八
百
五
十

二
年
突
。
』
玄
宗
命
太
史
氏
校
其
長
歴
。
略
無
差
焉
。
』
玄
宗
愈
奇
之
。
」
と
あ

る
。
玄
宗
の
狩
猟
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
巻
二
百
一
十
二
、
陳
閏
や
同
巻
、
章

無
添
（
と
も
に
所
引
『
画
断
』
）
に
も
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
批
判
的
な
言
辞

は
み
ら
れ
な
い
。

『
広
記
」
巻
一
百
五
十
四
、
呉
少
誠
（
所
引
『
続
定
命
録
』
）
。
『
広
記
』
巻
二
百

七
十
一
、
慮
氏
（
所
引
『
松
窓
雑
録
』
）
で
は
、
宰
相
の
秋
仁
傑
が
、
洛
陽
郊
外

に
あ
る
叔
母
の
住
居
に
や
っ
て
き
て
折
に
、
そ
の
息
子
が
そ
の
母
に
食
べ
さ
せ

る
食
材
と
し
て
狩
猟
で
雉
と
兎
を
捕
ら
え
て
き
た
事
例
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

『
広
記
」
巻
四
百
二
十
七
、
稽
胡
（
所
引
『
広
異
記
』
）
に
は
、
代
々
狩
猟
を
生

業
と
し
て
い
た
稽
胡
が
、
道
士
に
化
け
た
虎
王
に
食
べ
ら
れ
る
が
、
虎
王
の
言

い
つ
け
を
守
っ
て
命
が
助
か
っ
た
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
稽
胡

の
生
業
を
当
然
の
行
為
と
し
て
叙
述
し
て
お
り
、
当
時
、
猟
師
を
―
つ
の
職
業

と
し
て
認
知
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
広
記
』
巻
一
百
四
、
田
氏
（
所
引
『
広
異
記
』
）
、
同
書
巻
一
百
一
十
二
、
長
沙

人
（
所
引
『
報
応
録
』
）
な
ど
に
も
同
様
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。

「
唐
沿
州
景
雲
王
洞
微
者
、
家
子
孝
義
県
。
初
為
小
脊
。
性
喜
殺
、
常
釣
文
漁

猟
。
自
弱
冠
至
壮
年
、
凡
殺
狼
狐
雉
兎
、
泊
魚
鼈
飛
鳥
、
計
以
万
数
。
後
為
里

(21) 
20 
ヽ

19 (18 
(17) 

(16) 

手
、
患
覚
室
内
有
禽
獣
魚
鼈
万
数
、
環
其
楊
而
墜
之
。
癒
宥
被
身
、
殆
無
完

膚
。
…
…
是
夕
洞
微
謬
。
後
十
年
、
覚
以
疾
卒
。
」

三
例
の
う
ち
、
『
夷
堅
志
』
支
志
乙
巻
二
、
茶
僕
崖
三
に
は
、
雀
三
の
も
と
を
訪

れ
る
美
女
を
、
狩
猟
を
得
意
と
す
る
兄
の
崖
二
が
こ
れ
を
射
殺
し
た
と
こ
ろ
、

狸
で
あ
っ
た
と
い
う
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
程
二
は
そ
の
狸
を

煮
て
こ
れ
を
食
し
た
と
あ
る
。
た
だ
そ
の
後
、
嘆
き
悲
し
む
崖
三
の
も
と
に
美

女
が
再
び
現
わ
れ
、
元
の
鞘
に
納
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事

に
は
、
i

佳
三
の
優
し
さ
と
程
二
の
残
忍
性
が
対
比
し
て
描
か
れ
て
い
る
た
め
、

応
報
記
事
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
も
否
定
的
評
価
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も

で
き
る
。

丸
橋
充
拓
「
唐
宋
変
革
期
の
軍
礼
と
秩
序
」
（
『
東
洋
史
研
究
」
六
十
四
ー
三
、

二
0

0
五
年
）
、
五
十
九
＼
六
十
頁
。

「
呉
俗
、
取
鮮
魚
皆
生
之
。
欲
食
則
投
之
沸
湯
、
櫃
転
移
時
乃
死
。
天
宝
八
載
、

当
塗
有
業
人
取
鰐
魚
。
此
春
得
三
頭
蝉
、
其
子
去
蝉
皮
、
断
其
頭
、
燃
火
将
羮

之
、
其
鱒
則
化
為
蛇
。
赤
文
煽
憫
、
長
数
尺
、
行
趨
門
外
、
其
子
走
反
顧
、
余

二
鱈
亦
已
半
為
蛇
。
須
庚
化
畢
、
皆
去
、
其
子
遂
病
、
明
日
死
。
於
是
一
家
七

人
、
皆
相
継
死
、
十
余
日
旦
尽
。
当
塗
令
王
休
惜
、
以
其
無
人
也
、
命
葬
之
。
」

牛
粛
の
伝
記
は
新
・
旧
『
唐
書
』
に
は
な
い
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
関
連
史

料
か
ら
、
彼
が
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
は
じ
め
に
在
世
し
、
岳
州
剌
史
な
ど
を

歴
任
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
が
熱
心
な
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
『
広

記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
の
多
く
は
中
下
級
の
官
僚
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

こ
と
は
、
前
掲
注

(
9
)内
山
著
書
、
序
論
•
第
一
章
第
二
節
•
第
第
三
章
第

三
節
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
知
識
人
層
が
、
儒
教
思
想
だ
け
で
は
な

く
、
仏
教
思
想
さ
ら
に
は
道
教
思
想
を
も
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
『
広
記
』
に
お

け
る
宗
教
意
識
を
含
ん
だ
説
話
の
多
さ
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
人
が
病
気
で
苦
し
む
事
例
は
、
支
丁
志
巻
三
、
虞
一
殺
螺
。
本
人
が
死
亡
す

る
事
例
は
、
甲
志
巻
四
、
陳
五
鰍
報
、
丙
志
巻
十
三
、
長
渓
民
、
丁
志
巻
九
、

舒
懲
育
鰍
鰐
な
ど
が
あ
る
。
妻
子
が
死
亡
す
る
事
例
と
し
て
は
、
三
志
辛
巻

+
、
江
十
四
鼈
が
あ
る
。

『
広
記
』
巻
一
百
三
十
二
、
屠
人
、
『
夷
堅
志
』
丙
志
巻
十
三
、
福
州
屠
家
児
、
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(29) 
28 
ヽ

(27) 

(26) 

(25) 

(24) 

(23) 

(22) 
丁
志
巻
九
、
河
東
鄭
屠
な
ど
が
あ
る
。

版
本
は
察
守
湘
選
注
『
唐
人
小
説
選
注
」
（
二
）
（
里
仁
書
局
、
二

0

0
二
年
）

収
録
の
拠
宋
太
廟
前
手
家
刻
本
景
刻
『
続
幽
怪
録
」
校
録
本
を
使
用
し
た
。
な

お
、
『
広
記
』
中
華
書
局
本
で
は
、
傍
線
部
部
分
は
欠
落
し
て
い
る
。

相
田
洋
「
唐
宋
時
代
の
無
頼
に
つ
い
て
」
（
『
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
）
紀
要
』

四
四
、
二
0
0
二
年
）
三
十
九
＼
四
十
頁
。
「
無
頼
」
の
輩
が
犬
や
牛
を
屠
っ
て

い
た
こ
と
は
前
掲
注

(
6
)
塩
、
二

0

0
一
年
論
文
、
九
十
一
＼
九
十
二
頁
を

参
照
さ
れ
た
い
。

宋
代
知
識
人
に
質
素
な
食
生
活
が
流
行
し
た
こ
と
は
、
王
仁
湘
『
飲
食
与
中
国

文
化
』
（
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
第
十
一
章
第
五
節
、
彼
ら
の
莱
食
主
義

へ
の
追
求
に
関
し
て
は
、
前
掲
陳
注

(
7
)
著
書
第
三
章
第
一
節
、
前
掲
桂
注

(
7
)
著
書
第
三
篇
第
一
章
第
三
節
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
広
記
』
巻
一
百
十
一
、
許
懺
、
同
書
巻
一
百
十
二
、
長
沙
人
、
『
夷
堅
志
』
支

志
丁
巻
三
、
虞
一
殺
螺
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

『
広
記
』
に
は
こ
れ
ら
の
業
者
が
他
の
職
種
に
改
業
す
る
事
例
は
管
見
の
限
り
見

あ
た
ら
な
い
が
、
『
夷
堅
志
』
に
は
、
甲
志
巻
七
、
張
屠
父
、
同
書
乙
志
巻
十

七
、
沈
十
九
、
同
書
支
志
景
巻
五
、
童
七
屠
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
唐
代
よ
り
も
商
品
経
済
が
発
達
し
、
職
業
分
化
が
進
ん
だ
宋
代
の
職
業
的

流
動
性
の
一
端
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
肉
食
お
よ
び
屠
殺
者
に
対
す
る
意
識
は
、
原
田
信
男
『
歴
史
の

な
か
の
米
と
肉
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
）
第
三
•
五
•
終
章
を
参
照
さ
れ
た

い
。
原
田
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
肉
食
の
稿
れ
を
、
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
成

立
し
た
神
道
上
の
概
念
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
書
、
七
十
八
•
九
十
九

¥
 1
0
八
頁
）
。
筆
者
も
、
中
国
仏
教
の
中
に
肉
食
や
屠
殺
に
対
す
る
檬
れ
意
識

は
包
含
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

前
掲
注

(
9
)
小
川
論
文
。
澤
田
瑞
穂
「
畜
類
償
債
輝
」
（
『
仏
教
と
中
国
文

学
」
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
。

前
掲
注

(
6
)塩
、
二
0
0

一
年
論
文
‘
1
0
1
~
1
0
二
頁
。
な
お
、
小
川

氏
へ
の
反
論
の
論
拠
は
前
掲
注

(
9
)
塩
、
二

0

0
二
年
論
文
、
二
頁
を
参
照

さ
れ
た
い
。

(33) 

(34) 

(31) 

(32) 

(30) 
前
掲
注

(
7
)
桂
著
書
第
三
篇
、
前
掲
注

(
7
)
張
著
書
第
四
章
第
一
節
、
前

掲
注

(
7
)
王
賽
時
著
書
第
二
章
、
前
掲
注

(
7
)
王
海
栄
著
書
第
八
編
第
一

章
。
た
だ
し
、
呉
濤
「
北
宋
東
京
的
飲
食
生
活
」
（
『
史
学
月
刊
』
一
九
九
四
ー

二
、
一
九
九
四
年
）
で
は
、
宋
、
朱
弁
『
曲
潅
旧
聞
』
巻
七
、
崇
寧
初
禁
天
下

殺
狗
に
「
崇
寧
初
、
疱
致
虚
上
言
、
十
二
宮
神
、
狗
居
戌
位
、
為
陛
下
本
命
。

今
京
師
有
以
屠
狗
為
業
者
、
宜
行
禁
止
。
因
降
指
揮
禁
天
下
殺
狗
、
賞
銭
至
二

万
。
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
北
宋
代
に
お
い
て
犬
肉
食
が
流
行
し
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
が
、
他
の
諸
史
料
に
犬
肉
食
の
事
例
が
多
く
な
い
た
め
、
従

来
の
説
を
論
破
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

前
掲
注

(
4
)
塩
論
文
、
六
十
九
頁
。

唐
宋
代
に
お
い
て
、
襲
馬
が
北
方
で
優
位
だ
と
い
う
記
事
は
現
在
の
と
こ
ろ
検

出
し
得
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
藤
田
泉
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
0
年
の
北
部
畑

作
地
域
に
お
け
る
聰
馬
の
飼
養
の
割
合
は
七
十
三
％
を
占
め
て
お
り
、
華
北
平

原
お
よ
び
黄
土
高
原
で
の
主
要
役
畜
と
な
っ
て
い
る
（
『
中
国
畜
産
の
展
開
と
課

題
』
、
筑
波
書
房
、
一
九
九
三
年
、
二
十
七
頁
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
唐
宋
代

の
華
中
に
お
け
る
嘘
馬
の
飼
養
は
華
北
ほ
ど
進
ん
で
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。前
掲
注

(
4
)
塩
論
文
、
六
十
八
＼
六
十
九
頁
。

前
掲
注

(
7
)
李
著
書
、
前
掲
注

(
7
)
張
著
書
、
第
五
章
第
一
節
、
前
掲
注

(
6
)
塩
、
一
九
九
八
年
論
文
。
な
お
、
前
掲
注

(
7
)
王
賽
時
著
書
、
第
二
章

第
二
節
三
、
猪
肉
で
は
「
隋
以
前
で
は
中
国
人
は
羊
を
重
視
し
、
猪
（
豚
）
を

軽
視
し
、
羊
肉
消
費
量
が
猪
肉
を
凌
駕
し
た
。
唐
代
の
人
々
も
羊
肉
を
主
要
食

肉
と
し
た
が
、
猪
肉
の
割
合
が
増
大
し
て
い
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
筆
者
は
こ

れ
を
、
食
肉
全
体
に
お
け
る
豚
肉
の
割
合
が
増
大
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
、
庶
民
レ
ベ
ル
ま
で
の
よ
り
幅
広
い
階
層
ま
で
も
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た

『
広
記
』
に
代
表
さ
れ
る
史
料
の
性
格
や
そ
の
残
存
性
の
問
題
だ
と
考
え
る
。
な

お
、
『
広
記
』
と
『
夷
堅
志
』
の
羊
肉
関
連
記
事
を
比
較
す
る
と
、
『
広
記
』
で

は
貴
族
か
ら
庶
民
に
至
る
ま
で
幅
広
い
階
層
に
羊
肉
を
食
用
と
し
て
用
い
る
事

例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
一
方
、
『
夷
堅
志
』
で
は
官
僚
の
食
用
や
民
衆
の
祭
祀
用

に
用
い
る
事
例
が
多
く
、
羊
肉
を
貴
重
な
食
材
と
み
な
す
叙
述
が
多
い
こ
と
か
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(36) 
ら
、
南
宋
代
の
華
中
に
お
い
て
は
、
唐
代
の
華
北
よ
り
も
羊
肉
が
得
難
い
食
材

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
相
違
は
唐
宋
の
時
代
に
よ
る
変
化
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
す
で
に
前
掲
注

(
4
)
塩
、
二

0

0
五
年
論
文
、
七
十
頁
で
も

指
摘
し
た
よ
う
に
、
南
宋
代
華
中
へ
の
羊
肉
供
給
量
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

り
、
地
域
性
の
象
徴
と
し
て
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

前
掲
注

(
6
)
塩
、
二
0

0
一
年
論
文
、
九
十
一
＼
九
十
二
頁
。

『
広
記
」
巻
一
百
七
、
王
個
に
、
晋
州
の
人
王
個
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
犬
肉

を
食
し
た
事
例
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
『
夷
堅
志
』
三
志
己
巻
八
、
長
垣
婦
人
に

は
、
北
宋
末
期
、
開
封
長
垣
県
の
村
婦
が
老
母
の
滋
養
強
壮
の
た
め
に
猪
蹄
を

買
う
事
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

宋
代
、
広
徳
廟
に
お
け
る
祭
祀
に
牛
を
用
い
る
こ
と
を
た
び
た
び
禁
止
す
る
も

禁
絶
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
中
村
治
兵
衛
「
宋
代
広
徳
軍
祠
廟
の
牛

祭
に
つ
い
て
ー
宋
代
社
会
の
一
事
例
と
し
て
ー
」
（
『
史
淵
』
一
〇
九
、
一
九
七

二
年
、
の
ち
『
中
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
研
究
』
、
刀
水
書
房
、
一
九
九
二
年
所

収
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
禁
令
に
も
拘
わ
ら
ず
、

牛
を
犠
牲
と
す
る
祭
祀
は
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
。

「
河
西
羊
最
佳
、
河
東
羊
亦
好
。
若
駆
至
南
方
、
則
筋
力
自
労
損
、
安
能
補
益

人
、
今
南
方
羊
多
食
野
草
毒
草
、
故
江
浙
羊
少
味
而
発
疾
。
南
人
食
之
、
即
不

憂
。
惟
淮
南
州
郡
或
有
佳
者
、
可
亜
北
羊
。
北
羊
至
南
方
、
一
、
二
年
亦
不
中

食
、
何
況
於
南
羊
、
薔
土
地
使
然
也
。
」
。

前
掲
注

(
4
)
塩
論
文
、
七
十
一
・
七
十
四
頁
。

前
掲
注

(8)
道
端
論
文
、
二
九
一
頁
。

（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）
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